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三重県漁業協同組合連合会と三重県

黒のり養殖研究会は 8月 28 日、松阪市

の華王殿に於いて、平成 27 年度三重県

海苔漁期前研修会を開催した。 

 当日は、桑名から鳥羽までの生産者お

よび漁協職員、国・県・市町担当者、資

材メーカー等関係者ら約 130 名が参加

したほか、三重県海苔問屋協同組合の若

手経営陣らも来賓として出席した。 

 研修会では、三重県漁連購販事業部よ

り「平成 27 年度漁期対策ならびに異物

除去機の普及推進について」、同指導部

より「浜の機能再編広域プラン・伊勢あ

さくさ海苔について」の講義のほか、同

指導部女性職員より、７月に大阪で開催 

実施した「三重の海藻ＰＲイベント」に 

ついての報告があった。 

 そのほか、三重県鈴鹿水産研究室の岩

出主任研究員より「今漁期の生産対策お

よび研究課題等について」、ＪＦ鳥羽磯 

 

 

 

 

 

部漁協総務指導課ならびに同答志支所

の生産者 濱口利貴氏より「答志島黒海

苔委託加工施設の概要について」、また

(株)水谷海苔店代表取締役の水谷昭二

氏より「いま求められる海苔作りは？」

についての講義や報告があった。 

また、特別企画として「海苔師川柳コ

ンテスト」のコンテスト入賞者発表行わ

れ、「海苔師あるある」と題し、事前に

応募のあった作品の中から、投票数の多

かった上位２名と特別賞として、研修会

に熊本県から参加した熊本県海苔養殖

連絡協議会長賞を含む計３名が受賞し

豪華賞品を獲得した。 

 

 

 

  

その後、「自分たちの海苔を売り込め! 

“強み”をチャンスに変える」をテーマ

とした全員参加型グループディスカッ

ションが行われ、生産者の想いが盛り込

まれたＰＲ方法、商品の創出についてグ

ループごとに得点を競い、生産者たちの

熱弁合戦が繰り広げられた。 

 

 

 

 

 

本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDFファイル）。 

 

週報 みえぎょれん 

 

 

編集・発行 

JF三重漁連指導部 

TEL:059-228-1205 

FAX:059-225-4511 

 

 

 

 

-浜に身近な話題をお届けする関係者向けミニ情報誌- 

平成 27 年度三重県海苔漁期前研修会 

－8/28（金）松阪市・華王殿で－ 

✿作品紹介✿ 

1 位 旅の宿 朝から海苔の 品評会 

２位 おにぎらず 作る母さん 手間いらず 

（特別賞）この味に 勝るもの無し 新芽海苔 

グループディスカッション・発表の様子 

http://www.miegyoren.or.jp/
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三重県漁連は漁業者を代表して9月2

日、三重県庁で、来年 5月の「伊勢志摩

サミット」開催に向けて、1000 万円の

寄附金目録を鈴木英敬知事に手渡した。 

 伊勢志摩サミット三重県民会議では

三重の歴史や食文化などを世界へ発信

する「三重県情報館」をサミットの期間

中、設置する予定となっており、それら

の関連事業に総額 1 億円以上の寄付を

募集している。 

 協賛・応援・寄附等に関する詳しい内

容はこちらのＨＰをご覧下さい。

http://www.pref.mie.lg.jp/miesummit/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国漁業協同組合学校（千葉県・柏市）

は、2016 年度学生募集を下記の通り、

実施することを発表した。 

1.募集人員 

第１回 現職者 5人、一般 2 0 人 

第 2回 現職者若干、一般若干 

（いずれも男女共学） 

2.入学資格 

現職者 

勤務先の JF グループ等の推薦を得て、

卒業後は復職が確約され、次のいずれか

に該当した者のうち選考に合格した者 

①高等学校以上の卒業者で、JF グルー

プに勤務中の者 

②中卒で JF グループに 3 カ年以上勤務

中の者 

一 般 

下記の入学条件に該当し、選考に合格し

た者 

【JF 系統団体等推薦入学】 

①大学・短大・専門学校卒業者 

（卒業見込者含む） 

②高等学校卒業者（卒業見込者）は、

高等学校の成績の５段階の合計が

3.0 以上、3年間の欠席日数が原則

15 日間以内の者。 

※JF 系統団体等の推薦が受けられな

い場合は最終学歴の学校推薦（中学

校除く）。学校推薦も受けられない場

合は同校校長が特に認めた場合、保

護者推薦を受け付ける。 

3.願書受付期間 

第 1回 10/1(木)～ 11/6(金） 

第 2回 12/2(火)～ H28/1/15（金） 

4.提出書類 

①入学願書、②成績証明書・調査書、③健

康診断書、④推薦書 

5.入学選考料 3 万円 

6.応募先(※速達書留) 

出身地域の JF 漁連・府県 JF 宛 

7.合格発表 

第 1回 12/1(火）、第 2回 H28/2/9(火) 

問合せ先 

全国漁業協同組合学校 

TEL04-7144 -8125  FAX04-7145-500 

全国漁業協同組合学校 

2 0 1 6 年 度 学 生 募 集 
三重漁連 「サミット」関連事業に寄付 

－9/2（火） 三重県庁－ 

お問合せ先 

伊勢志摩サミット三重県民会議事務局 

（伊勢志摩サミット推進局内） 

〒514-0004 三重県津市栄町 2-380HOWA ビル津 4F 

総務課 TEL：059-253-5491  

開催支援課 TEL：059-253-5493   

事業推進課 TEL：059-253-5496  

FAX（各課共通）：059-253-5498 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 


